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平成 20年 7月 25日 (土 )、 26日 (日 )の両日第4回全

員発表研修会が開催されました。今年は例年になく

遅い梅雨明けとなりましたが、幸いにも2日 共天候

に恵まれました。

初 日はミッドタウン カンファレンス、2日 目は

リッツカール トン東京と会場を変え2日 間で108に及

ぶ演題がありました。今回は海外からの特別講演や、

第 24回 アジアロ腔インプラント学会も同時開催さ

れました。

例年通 りの発表時間、質問時間でしたので、初日

は12時 間にわったっての過密なスケジュールであり

ましたが、何 らトラブルもなく発表会は、タイムス

ケジュール通 リスムーズに進められていきました。

今年も例年に違わず、多岐にわたる分野に色々な

方向からのアプローチが発表されました。再生療法

においては、新たな手法や長期的予後経過、サイナ

スリフトでは、術後の トラブル時の対応策なども聞

くことができ、大変有意義な時を過ごせました。
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特別講演ではイタリアのDr.Marco Degidi

lこ 「irTlrnediate loading:so often the perfect

SolutionJと 題してイミデイエー トローデイング

について講演 して1頂 きました。 3 times iと して

irnrnediate extraction, ilnlnediate ilnplantation,

immediate restoraionに 分けそれぞれ豊富な経験に

基づいた臨床例をもとに外科的ガイ ドライン、補

綴学的ガイドラインについてポイントを指摘 して頂

き、イミデイエー トローデイングを成功に導 く鍵に

ついてご教授賜りました。

① 4壁が全て残存 している

を残さない ③初期固定が得

られている事が重要で、十分

に唇似1骨 を残 して埋入 トルク

25N以上、ISQ値 60以 11で埋入、

上部構造は微小な動 きも避け

る為、日腔内でメルテイング

され、何度 も作 り直さないと

説明されていました。

ただ患者のニーズ・快適性か

ら安易に即時埋人・即時負荷を

行うと大 きな トラブルに繋が

②extracuOn時 外傷

る事もあり、確実な指標のもと、適切な診断を行い

慎重に症例を選択する必要があると思われます。

講評として、真田先生よりより美しく、見やすい

プレゼンテーションにする為に必要な口腔内写真に

おけるコントラス トなどを指導して頂きました。

インプラントづ くしの 2日 間でしたが、学ぶ事が

たくさんあり、モチベーションの活性化も図れ明日

からの臨床にいかしていきたいと思います。

最後に全員発表会 。学会を運営 して下さった先生

方に厚 く御礼申し上げます。
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